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令和４年７月29日
高校生と市議会議員との意見交換会を開催しました！

　草津高等学校、光泉カトリック高等学校、綾羽高等学校
の生徒28人にご参加いただきました。
　意見交換会の内容につきましては、P14～P15に記載して
います。
　ぜひご一読ください。

～素敵なまちで暮らす
ために～

市議会
初の試み

～～～～～～～～～～～～～～～



2令和 4年12月 1 日号

委員会

常任委員会

特別委員会

本会議 本会議

所管事務調査

採
決
討
議 請願審査

議案審査（説明・質疑）

総務常任委員会 ８人

文教厚生常任委員会 ８人

予算常任委員会 24人

決算特別委員会 ２３人
ゼロカーボンシティ特別委員会 ８人

産業建設常任委員会 ８人

※付託　議会の議決を要する事件について、詳しく検討をするために、審査を委託すること。

委員会ってなにをするところ？
　多くの議案や請願を限られた会期中に専門的、能率的に審査するため、複数の委員会
を設置しています。

委員は、議案の内容や提案理由など
の説明を受けた後、疑問点や不明な
点などを市の担当者に問い、審査を
行います。その後、採決を行います。

最後に多数決による採
決を行い、議会として
の意思が決定（議決）
され閉会します。

議長の宣告で本会議がス
タート。提出された議案
や請願は、所管の委員会
に付託※されます。

閉
会

委
員
長
報
告
・
質
疑

討
論
・
採
決 開

会

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
・
請
願
の
委
員
会
付
託

議
案
の
上
程
・
議
案
説
明

全議員の前で各委員長が
審査結果を報告

全議員の前で各委員長が
審査結果を報告

24人の議員が
各委員会へ
24人の議員が
各委員会へ

副議長
横江 政則

議長
中嶋 昭雄

新
た
な
体
制
で    

　
　
　
　
し
ま
し
た

新
た
な
体
制
で    

　
　
　
　
し
ま
し
た

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

９
月
定
例
会
閉
会
日
の
10
月
３
日
に
、
議
長
・
副
議
長
や
各
委
員
会
の
構
成
等
を
変
更
し
ま
し
た
。

９９９９９９９
月月月月月月月
定定定定定定定
例例例例例例例
会会会会会会会
閉閉閉閉閉
会会会会会会会
日日日日日
のののののの
11111100000
月月月月月月月
３３３３３３
日日日日日
にににににに
、、、、
議議議議議議議
長長長長長長長
・・・・・・
副副副副副副
議議議議議
長長長長長長長
ややややややや
各各各各各各各
委委委委委委委
員員員員員員
会会会会会会会
のののののの
構構構構構構構
成成成成成成成
等等等等等等等
ををををををを
変変変変変変変
更更更更更更更
しししししし
ままままままま
しししししし
たたたたたた
。。。。

日
にに
、、、、、
議議議議議
長長長長長長

議議
長

９
月
定
例
会
閉
会
日
の
10
月
３
日
に
、
議
長
・
副
議
長
や
各
委
員
会
の
構
成
等
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
私
ど
も
は
第
70
代
草
津
市
議
会
議
長
、

第
68
代
草
津
市
議
会
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
に
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
議
会
改
革
等
を
通
じ
て
よ
り
一

層
の
研
鑽
を
重
ね
、
公
平
か
つ
中
立
的

な
立
場
で
職
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
根
幹
と
な

る
〝
絆
〞
を
大
切
に
、「
も
っ
と
身
近
な

議
会
」
と
し
て
、
議
会
へ
の
市
民
参
画

を
促
進
し
、
多
様
な
機
会
を
設
け
、
そ

し
て
、
議
会
改
革
の
必
要
性
を
議
員
24

人
が
共
通
認
識
し
、「
も
っ
と
確
か
な
議

会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
議
会
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

なな画そ24議に めま的なな

議
長
・
副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ

たび丸



3 令和 4年12月 1 日号

◎…委 員 長（広報広聴委員会は座長）　　○…副委員長　令和４年10月３日現在
※委員長、副委員長以外の委員は五十音順に記載しています（敬称略）。

常
任
委
員
会
任
期
は
、
令
和
５
年
９
月
ま
で
の
２
年
間
。

変
更
箇
所
に
つ
い
て
は
★
を
つ
け
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

　

総
合
政
策
部
、
総
務
部
、
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

監
査
委
員
事
務
局
の
所
管
す
る
事
項
と
、
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

さ
な
い
事
項
に
つ
い
て
審
査
、
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

◎
井
上　

薰
★　
　

○
永
井
信
雄
★　
　

粟
津
由
紀
夫　
　
　

伊
吹
達
郎

　

奥
村
恭
弘　
　
　
　

中
島
美
徳
★　
　

西
村
隆
行　
　
　
　

八
木
良
人

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

健
康
福
祉
部
、
子
ど
も
未
来
部
、
教
育
委
員
会
の
所
管
す
る
事
項
に
つ

い
て
審
査
、
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

◎
小
野
元
嗣　
　
　

○
田
中
香
治　
　
　

石
本
恵
津
子　
　
　

遠
藤　

覚

　

土
肥
浩
資　
　
　
　

中
嶋
昭
雄　
　
　

藤
井
三
恵
子　
　
　

山
元
宏
和

議
会
運
営
委
員
会
任
期
は
、令
和
５
年
９
月
ま
で
の
２
年
間
。

変
更
箇
所
に
つ
い
て
は
★
を
つ
け
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　

円
滑
に
議
会
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
議
会
運
営
の
全
般
に
つ
い
て
協
議

し
ま
す
。
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
改
革
を
推
進
す

る
諸
施
策
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

◎
西
田　

剛　
　
　

○
杉
江　

昇　
　
　

瀬
川
裕
海　
　
　
　

永
井
信
雄

　

西
村
隆
行　
　
　
　

藤
井
三
恵
子　
　

八
木
良
人　
　
　
　

山
元
宏
和
★

予
算
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

予
算
の
議
案
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◎
土
肥
浩
資　
　
　

○
瀬
川
裕
海　
　
　

粟
津
由
紀
夫　
　
　

石
本
恵
津
子

　

井
上　

薰　
　
　
　

伊
吹
達
郎　
　
　

遠
藤　

覚　
　
　
　

奥
村
恭
弘

　

小
野
元
嗣　
　
　
　

川
瀬
善
行　
　
　

杉
江　

昇　
　
　
　

田
中
香
治

　

永
井
信
雄　
　
　
　

中
嶋
昭
雄　
　
　

中
島
美
徳　
　
　
　
　

垣
和
美

　

西
川　

仁　
　
　
　

西
田　

剛　
　
　

西
村
隆
行　
　
　
　

服
部
利
比
郎

　

藤
井
三
恵
子　
　
　

八
木
良
人　
　
　

山
元
宏
和　
　
　
　

横
江
政
則

特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
特
別
委
員
会

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
た
具
体
的
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め

調
査
・
研
究
し
ま
す
。

◎
川
瀬
善
行　
　
　

○
杉
江　

昇　
　
　

井
上　

薰　
　
　
　

小
野
元
嗣

　

西
川　

仁　
　
　
　

西
村
隆
行　
　
　

服
部
利
比
郎　
　
　

八
木
良
人

そ
　
の
　
他

　

環
境
経
済
部
、
都
市
計
画
部
、
建
設
部
、
上
下
水
道
部
、
農
業
委
員
会
事

務
局
の
所
管
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査
、
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

◎
服
部
利
比
郎
★　

○
川
瀬
善
行
★　
　

杉
江　

昇　
　
　
　

瀬
川
裕
海

　
　

垣
和
美　
　
　
　

西
川　

仁　
　
　

西
田　

剛　
　
　
　

横
江
政
則
★

　

決
算
の
議
案
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

◎
川
瀬
善
行　
　
　

○
遠
藤　

覚　
　
　

粟
津
由
紀
夫　
　
　

石
本
恵
津
子

　

井
上　

薰　
　
　
　

伊
吹
達
郎　
　
　

奥
村
恭
弘　
　
　
　

小
野
元
嗣

　

杉
江　

昇　
　
　
　

瀬
川
裕
海　
　
　

田
中
香
治　
　
　
　

土
肥
浩
資

　

永
井
信
雄　
　
　
　

中
嶋
昭
雄　
　
　
　

垣
和
美　
　
　
　

西
川　

仁

　

西
田　

剛　
　
　
　

西
村
隆
行　
　
　

服
部
利
比
郎　
　
　

藤
井
三
恵
子

　

八
木
良
人　
　
　
　

山
元
宏
和　
　
　

横
江
政
則

●
広
報
広
聴
委
員
会

◎

垣
和
美　
　
　

粟
津
由
紀
夫　
　

石
本
恵
津
子　
　

遠
藤　

覚

川
瀬
善
行　
　

杉
江　

昇　
　
　

田
中
香
治　
　
　

藤
井
三
恵
子

山
元
宏
和

●
草
津
市
監
査
委
員

中
島
美
徳

●
湖
南
広
域
行
政
組
合
議
会

粟
津
由
紀
夫　
　
　

小
野
元
嗣　
　
　

瀬
川
裕
海　
　
　

永
井
信
雄

●
草
津
栗
東
行
政
事
務
組
合
議
会

井
上　

薰　
　
　

遠
藤　

覚　
　
　

奥
村
恭
弘

●
草
津
市
都
市
計
画
審
議
会

井
上　

薰　
　
　

川
瀬
善
行　
　
　

西
村
隆
行　
　
　

服
部
利
比
郎

●
草
津
市
土
地
開
発
公
社
理
事

瀬
川
裕
海　
　
　

山
元
宏
和

●
湖
南
中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

中
島
美
徳　
　
　

服
部
利
比
郎



審議された主な議案

4令和 4年12月 1 日号

は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
い
る
。

【
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進
】

　
　
　

草
津
ブ
ー
ス
タ
ー
ズ
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
は
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
機
会
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
広
報
く
さ
つ
に

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
子
ど

も
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
た
。

【
ふ
る
さ
と
寄
附
制
度
】

　
　
　

草
津
な
ら
で
は
の
返
礼
品
を

充
実
さ
せ
る
手
段
を
聞
く
。

　
　
　

広
告
な
ど
の
戦
略
的
な
Ｐ
Ｒ

を
行
う
と
と
も
に
、
空
気
清
浄
機

を
返
礼
品
に
登
録
し
た
こ
と
に
よ

り
寄
附
金
の
増
額
に
つ
な
が
っ
た
。

　
　

今
後
も
工
業
団
地
を
中
心
と
し

た
製
造
業
の
製
品
や
小
規
模
の
個

人
事
業
者
の
個
性
あ
る
品
な
ど
、

オ
ー
ル
草
津
で

本
市
の
返
礼
品

の
充
実
を
図
り

た
い
。

議
員市議

員市

【
働
き
方
改
革
の
取
組
】

　
　
　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く

り
と
し
て
在
宅
勤
務
（
テ
レ
ワ
ー

ク
）
推
進
の
成
果
は
出
て
い
る
か
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
濃
厚
接
触
者
や
遠
距
離
通
勤

者
と
い
っ
た
自
宅
待
機
者
が
多
く

利
用
し
た
。
延
べ
86
人
が
437
日
利

用
し
、
前
年
度
と
比
べ
、
人
数
で

約
２
倍
。
日
数
で
約
３
倍
の
利
用

が
あ
っ
た
。

【
Ｕ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｋ（
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
び
わ
こ
・
く
さ
つ
）の
運
営
】

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
費
用
対

効
果
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
る
と
以

前
の
フ
ェ
リ
エ
南
草
津
に
戻
し
、

産
官
学
連
携
の
構
想
実
現
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
・
セ
ミ
ナ
ー
や
社

会
実
験
準
備
事
業
を
実
施
し
て
い

る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
産
学
公
民

が
連
携
し
、
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

は
難
し
か
っ
た
。
当
初
、
Ｕ
Ｄ
Ｃ

Ｂ
Ｋ
の
認
知
度
を
上
げ
る
と
い
う

思
惑
が
あ
っ
た
が
、
５
年
を
経
過

し
た
今
日
、
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ

議
員市議

員市

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
例
年
９
月
定
例
会

で
前
年
度
決
算
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
４
日
間
の
日
程
で
、
下
記
に
示

す
８
つ
の
議
案
の
審
査
を
し
ま
し
た
。
な
か

で
も
一
般
会
計
は
、
草
津
市
の
事
業
運
営
の

根
幹
と
な
る
と
こ
ろ
で
、
財
政
健
全
化
を
示

す
指
標
を
基
に
し
た
決
算
分
析
と
各
部
門
が

実
施
し
た
事
業
を
審
査
す
る
部
門
別
審
査
を

し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
審
査
方
法
は
監
査
委
員
を
除

く
議
員
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
部
門
別
審
査

は
、
昨
年
よ
り
部
門
を
所
管
す
る
常
任
委
員

会
の
委
員
が
優
先
的
に
質
疑
を
し
、
次
に
所

管
外
の
委
員
が
補
足
的
に
質
疑
を
行
う
と
い

う
方
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
主
た
る
財
源
を

市
税
等
で
行
う
一
般
会
計
の
令
和
３
年
度
決

算
額
は
、
歳
入
は
約
600
億
円
、
歳
出
は
約

590
億
円
で
、
繰
越
財
源
を
除
く
実
質
収
支
は

５
億
円
余
り
で
昭
和
43
年
か
ら
連
続
し
て
黒

字
が
続
い
て
い
ま
す
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、

市
税
と
国
庫
支
出
金
で
す
。

　

市
税
は
納
税
義
務
者
の
増
に
伴
う
市
民
税

や
固
定
資
産
税
が
増
額
と
な
り
、
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
交
付
金
や
、
国
庫
支

出
金
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
決
算
規
模

は
、
前
年
度
に
続
く
過
去
２
番
目
の
大
き
さ

と
な
り
ま
し
た
。

議案番号 件　　　名 審査結果
１ 議第56号 令和３年度草津市一般会計歳入歳出決算 賛成多数
２ 議第57号 令和３年度草津市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 賛成多数
３ 議第58号 令和３年度草津市財産区特別会計歳入歳出決算　 全員賛成
４ 議第59号 令和３年度草津市学校給食センター特別会計歳入歳出決算 全員賛成
５ 議第60号 令和３年度草津市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 賛成多数
６ 議第61号 令和３年度草津市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 賛成多数
７ 議第62号 令和３年度草津市水道事業会計利益の処分および決算の認定について 全員賛成
８ 議第63号 令和３年度草津市下水道事業会計利益の処分および決算の認定について 全員賛成

議
第
56
号
議
案
の
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
（
抜
粋
）

総
合
政
策
部
門
・
総
務
部
門
・
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
門

決
算
特
別
委
員
会

令
和
３
年
度
決
算
審
査
の
概
要

総
務
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
業
よ
り



インターネット上に開設した商品を販売するウェブサイト。
①ＥＣサイト

審議された主な議案

5 令和 4年12月 1 日号

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
、来
客
数
は
減

少
し
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
中
で

来
館
さ
れ
た
人
を
見
る
と
、高
校

の
ク
ラ
ブ
発
表
や
歴
史
学
習
で
訪

れ
る
新
た
な
層
が
少
し
ず
つ
増
え

て
き
た
。
今
後
の
取
組
と
し
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ
と
や
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て
歴

史
文
化
に
対
す
る
興
味
を
高
め
る

工
夫
を
続
け
る
。

【
学
校
体
育
の
推
進
】

　
　
　

小
・
中
学
校
の
子
ど
も
の
体

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
成

果
を
問
う
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
あ
り
、
体
を
動
か
す

機
会
が
減
り
、
体
力
・
持
久
力
が

低
下
し
て
い
る
。

　
　

体
力
向
上
を
め
ざ
す
に
あ
た
り
、

ダ
ン
ス
教
室
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

習
課
題
に
あ
っ
た
内
容
を
提
供
す

る
よ
う
な
草
津
市
な
ら
で
は
の
体

力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
る
。

　
　

仲
間
と
一
緒
に
踊
り
、
体
を
動

か
す
楽
し
さ
を
味
わ
う
た
め
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
、
体
力
向
上

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
る
。

市議
員市

の
量
が
増
え
た
こ
と
に
伴
い
、
監

視
重
点
箇
所
を
２
カ
所
増
や
し
た
。　

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
発
生
を

抑
え
た
い
。

【
い
き
も
の
自
然
学
校
】

　
　
　

い
き
も
の
自
然
学
校
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
で
は
１
学
区
302
万

円
に
対
し
、
実
績
で
は
２
学
区
で

270
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　

事
業
費
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
一
緒

に
事
業
を
展
開
す
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
人
件
費
。
当
初
は
１
名

で
１
学
区
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、

１
名
の
職
員
で

２
学
区
を
対
象

に
事
業
を
行
っ

た
も
の
。

議
員市

【
図
書
館
の
運
営
等
】

　
　
　

高
齢
者
へ
の
図
書
の
配
達
に

よ
る
貸
出
状
況
を
聞
く
。

　
　
　

配
達
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

障
害
者
へ
は
行
っ
て
い
る
が
、
高

齢
者
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
高
齢

者
に
つ
い
て
は
、
移
動
図
書
館
を

高
齢
者
が
多
い
地
域
に
重
点
的
に

巡
回
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

移
動
図
書
館
の
稼
働
状
況
と

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

令
和
２
年
度
は
、
月
２
回
で

20
カ
所
で
あ
っ
た
が
、
令
和
３
年

度
か
ら
月
１
回
25
カ
所
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
。
令
和
４
年

度
は
、
２
カ
所
増
や
し
月
１
回
27

カ
所
に
し
て
稼
働
し
て
い
る
。

　
　
　

学
校
図
書
の
購
入
に
つ
い
て
、

随
時
補
充
が
で
き
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
か
を
問
う
。

　
　
　

学
校
図
書
は
、
年
２
回
に
分

け
て
購
入
す
る
機
会
を
設
け
て
い

る
が
、
破
損
等
の
入
れ
替
え
が
必

要
な
場
合
は
、
学
校
配
分
予
算
で

随
時
購
入
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
歴
史
文
化
施
設
の
利
用
状
況
】

　
　
　

草
津
宿
本
陣
と
街
道

交
流
館
の
利
用
者
数
の
推

移
と
増
減
の
要
因
を
問
う
。

議
員市議

員市議
員市議

員
議
員

【
草
津
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
充
】

　
　
　

草
津
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
費

に
よ
っ
て
商
品
は
拡
充
し
て
い
る

か
。

　
　
　

農
業
部
門
で
は
、
あ
お
ば
な

の
花
か
ら
液
体
を
抽
出
し
、
そ
れ

を
粉
末
化
し
た
も
の
を
利
用
し
て

新
し
い
商
品
開
発
を
進
め
ら
れ
て

い
る
状
況
で
、
今
後
の
事
業
展
開

を
期
待
し
て
い
る
。

　
　

商
工
部
門
で
は
、
草
津
ブ
ラ
ン

ド
品
の
販
路
拡
大
に
努
め
た
結
果
、

百
貨
店
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
①
に
掲
載

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
展
開

さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
草
津
ブ
ラ

ン
ド
の
情
報
発
信
に
努
め
る
。

【
農
業
経
営
の
改
善
策
】

　
　
　

米
の
生
産
者
の
転
作
な
ど
に

よ
る
収
益
確
保
の
対
策
を
聞
く
。

　
　
　

県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
水
田

で
野
菜
を
中
心
に
し
た
高
収
益
の

作
付
け
を
行
い
、
現
在
、
玉
ね
ぎ

な
ど
の
作
付
け
を
進
め
て
い
る
。

【
ご
み
問
題
・
不
法
投
棄
の
対
処
】

　
　
　

不
法
投
棄
の
量
は
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
　

前
年
度
に
比
べ
、
不
法
投
棄

議
員市議

員市議
員市

【
歩
道
の
雑
草
対
策
】《
意
見
》

　
　
　

道
路
沿
い
の
歩
道
が
雑
草

で
通
り
づ
ら
い
箇
所
が
目
に
付

く
。
雑
草
が
生
え
な
い
よ
う
な

対
策
を
施
し
て
草
刈
費
用
も
抑

え
る
方
法
の
検
討
を
求
め
る
。

議
員

健
康
福
祉
部
門
・
子
ど
も
未
来
部
門
・
教
育
委
員
会
部
門

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
業
よ
り

産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
業
よ
り

環
境
経
済
部
門
・
都
市
計
画
部
門
・
建
設
部
門



6令和 4年12月 1 日号

審議された主な議案

常
盤
団
地
Ｂ
棟
の
長
寿
命
化
工
事（
建
築
）の
契
約
締
結

通
学
区
域
審
議
会
の
委
員
構
成
の
見
直
し

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

落
札
金
額
と
最
低
制
限
価
格
が

１
円
単
位
ま
で
一
致
し
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
を
問
う
。

　
　
　

最
低
制
限
価
格
の
上
限
額
は
、

国
土
交
通
省
の
算
定
基
準
に
基
づ
き

予
定
価
格
の
92
％
に
な
る
。
今
回
の

工
事
は
最
低
制
限
価
格
の
上
限
額
の

92
％
を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
、
最
低

制
限
価
格
で
落
札
し
よ
う
と
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
予
定
価
格
に
92
％
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
１
円

単
位
ま
で
一
致
し
た
も
の
。

　
　
　

落
札
金
額
が
１
円
単
位
ま
で
一

致
し
て
い
る
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た

が
、
予
定
価
格
や
国
の
ル
ー
ル
が
分

か
っ
て
い
れ
ば
、
最
低
制
限
価
格
は

議
員市議

員

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

改
正
案
で
は
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
代

表
者
」
と
あ
る
が
、
そ
の
範
囲
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
通
学
区
域
の
見

直
し
に
な
る
と
複
数
の
学
区
に
関
係

す
る
。
複
数
の
学
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

代
表
を
選
出
す
る
の
か
。

　
　
　

全
国
的
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

機
能
を
持
っ
た
団
体
に
変
わ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
限
定

せ
ず
に
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
頂
戴

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
関

連
す
る
学
校
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
代
表

者
に
参
加
い
た
だ
く
。
現
在
3
名
の

枠
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　

開
発
に
伴
う
人
口
増
加
に
伴
い

児
童
生
徒
の
数
が
増
え
て
い
る
地
域

や
減
少
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
、

今
後
通
学
区
域
の
見
直
し
等
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

　
　
　

審
議
会
の
開
催
予
定
は
な
い
。

全
国
的
に
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る
通

学
区
域
を
見
直
す
事
例
が
多
く
あ
る
。

議
員市議

員市

●
議
案
概
要

契
約
は
一
般
競
争
入
札
、
契
約
金
額
２
億
1
，3
1
5
万
9
，5
8
4
円
。
契
約

の
相
手
方
は
、
ゆ
う
あ
い
建
設
株
式
会
社
。
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
築
40
年

を
経
過
し
て
い
る
Ｂ
棟
の
大
規
模
改
修
を
行
う
も
の
で
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
段

差
を
無
く
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
、
居
住
性
の
向
上
を
図
る
工
事
と
な
る
。

●
議
案
概
要

草
津
市
立
幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
通
学
区
域
の
適
正
を
期
す
た
め
に
、

通
学
区
域
の
設
定
お
よ
び
改
廃
に
関
す
る
事
項
の
調
査
審
議
を
行
い
、
教
育
委

員
会
に
答
申
す
る
審
議
会
で
、
委
員
を
構
成
す
る
草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

の
解
散
に
伴
い
「
草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
代
表
」
か
ら
「
関
係
す
る
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
代
表
」
と
す
る
も
の
。

誰
で
も
算
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

最
低
制
限
価
格
は
事
前
公
表
し

て
い
な
い
が
、
国
土
交
通
省
の
最
低

制
限
価
格
の
算
定
基
準
は
公
表
さ
れ

て
い
る
。
事
業
者
は
工
事
の
入
札
金

額
を
積
算
し
、
そ
の
内
訳
ご
と
に
公

表
さ
れ
て
い
る
最
低
制
限
価
格
の
掛

け
率
に
よ
り
算
出
さ
れ
、
今
回
は
他

の
入
札
業
者
の
う
ち
２
者
は
最
低
制

限
価
格
を
下
回
り
失
格
、
１
者
は
上

回
っ
た
金
額
で
入
札
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　

改
修
に
伴
い
、
家
賃
の
変
動
は

あ
る
の
か
。

　
　
　

建
物
の
一
部
改
修
に
よ
り
家
賃

は
上
昇
す
る
。
通
常
入
居
者
は
3
千

円
か
ら
4
千
円
程
度
の
上
昇
と
な
る
。

市議
員市

本
市
で
は
子
ど
も
数
等
の
推
移
に
注

視
し
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
。

　
　
　

草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の

解
散
に
よ
る
他
の
条
例
は
、
改
正
を

必
要
と
す
る
も
の
は
な
い
の
か
。

　
　
　

条
例
の
改
正
を
必
要
と
す
る
の

は
当
該
条
例
の
み
で
あ
る
。

　
　
　

今
回
は
、
草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
の
解
散
に
よ
る
条
例
改
正
で

あ
る
。最
近
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
か
ら
解
散
さ
れ
る
団
体
が
散

見
で
き
る
。連
絡
協
議
会
に
代
わ
る

組
織
に
つ
い
て
の
考
え
や
各
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
を
取
り

合
う
た
め
の
草
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
に
代
わ
る
業
務
内
容
を
見
直
し

た
組
織
の
設
置
を
す
る
動
き
も
あ
る
。

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
も
懸
念
は
あ

る
が
、
市
と
し
て
は
新
た
な
組
織
づ

く
り
な
ど
家
庭
教
育
の
充
実
の
た
め

に
併
せ
て
支
援
し
て
い
く
。

議
員市議

員市

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

全員
賛成

全員
賛成

【
議
第
73
号
】

契
約
の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
議
第
71
号
】

草
津
市
通
学
区
域
審
議
会
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案



7 令和 4年12月 1 日号

審議された主な議案

草
津
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場
の
建
て
替
え
に
伴
う

西
口
第
５
自
転
車
駐
車
場
の
使
用
料
等
の
条
例
変
更

予
算
全
体
に
対
す
る
物
価
高
の
影
響
は
？

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

建
て
替
え
に
伴
う
仮
設
の
自
転

車
駐
車
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
駐
車

料
金
の
設
定
に
何
ら
か
の
配
慮
は
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

現
在
の
駐
車
料
金
よ
り
低
い
設

定
に
し
て
い
る
こ
と
と
、
近
隣
の
民

間
の
自
転
車
駐
車
場
の
料
金
設
定
を

下
回
ら
な
い
金
額
で
一
時
駐
車
料
金

等
を
設
定
し
た
。

　
　
　

現
行
の
駐
車
場
は
学
生
料
金
設

定
が
あ
る
が
、
仮
設
駐
車
場
に
な
る

と
廃
止
さ
れ
る
の
か
。
学
生
へ
の
負

担
増
と
な
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

現
行
の
自
転
車
駐
車
場
は
３
階

へ
押
し
て
上
が
っ
て
い
た
だ
く
と
い

議
員市議

員市

●
審
査
に
お
け
る
質
疑
応
答
／
意
見

　
　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
反
映
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
見
積
も
り
等
を
と
っ

た
上
で
の
数
字
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

工
事
等
に
つ
い
て
は
現
在
の
物
価
が

反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　

今
後
、
予
算
を
執
行
す
る
上
で

か
か
る
経
費
に
つ
い
て
も
同
様
と
判

断
し
て
よ
い
か
。

　
　
　

例
え
ば
給
食
の
調
理
委
託
と
か
、

今
後
５
年
間
程
度
を
見
込
む
も
の
に

つ
い
て
は
、
人
件
費
等
の
上
昇
を
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
の
内
容
に
基
づ
い
て

反
映
し
て
い
る
。

議
員市議

員市

●
議
案
概
要

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
草
津
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
草

津
駅
西
口
第
５
自
転
車
駐
車
場
を
仮
設
で
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
草
津
駅
西
口

自
転
車
駐
車
場
に
係
る
規
定
の
削
除
お
よ
び
草
津
駅
西
口
第
５
自
転
車
駐
車
場

に
係
る
規
定
の
追
加
を
行
う
も
の
。
駐
車
で
き
る
車
両
は
自
転
車
と
し
、
定
期

使
用
料
は
ひ
と
月
に
つ
き
2
，1
0
0
円
、
３
ヶ
月
に
つ
き
5
，7
0
0
円
、
一

時
駐
車
使
用
料
は
110
円
と
す
る
。

●
議
案
概
要

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
案
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
約

18
億
円
。
主
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
や
志
津
小
学

校
児
童
増
対
策
費
、（
仮
称
）
草
津
市
立
プ
ー
ル
整
備
費
、
学
校
給
食
調
理
・

洗
浄
等
業
務
委
託
な
ど
の
所
要
額
を
計
上
。

う
こ
と
で
、
優
先
的
に
学
生
に
対
し

て
料
金
に
差
を
つ
け
て
い
る
状
態
で

あ
る
が
、
西
口
第
５
自
転
車
駐
車
場

は
平
面
の
た
め
、
不
便
度
に
差
が
生

じ
な
い
の
で
学
生
料
金
と
い
う
形
で

は
設
け
な
い
。
ま
た
、
学
生
割
引
そ

の
も
の
を
議
論
す
る
場
合
は
、
別
途

草
津
市
全
体
で
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
　
　

小
中
学
校
の
空
調
機
器
の
修
繕

に
つ
い
て
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
新
製
品
に
買
い
替
え
た
ほ
う
が

節
電
効
果
等
が
見
込
め
、
か
え
っ
て

安
く
済
む
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

修
繕
以
外
の
手
法
は
検
討
し
た
の
か
。

　
　
　

国
の
補
助
を
受
け
て
設
置
し
た

空
調
機
器
で
あ
る
た
め
、
耐
用
年
数

に
満
た
な
い
段
階
で
の
買
い
替
え
は

困
難
。
熱
中
症
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
児
童
生
徒
の
健
康
面
の
配
慮

を
最
優
先
に
修
繕
対
応
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

議
員市

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

全員
賛成

全員
賛成

【
議
第
72
号
】

草
津
市
立
自
転
車
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

【
議
第
64
号
】

草
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

《
意
見
》

　
　
　

駐
車
料
金
に
関
し
て
金
額

の
変
更
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
料

金
の
廃
止
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
は
利
用
者
に
対
し
て
事
前
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
い
。

議
員



議員別表決結果は
HPで見られます。

たび丸たび丸

議決結果一覧表令和４年９月定例会

8令和 4年12月 1 日号

議案番号 件　　名 付託先 結果

議第
54号

草津市職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例案 総務 原案

可決

議第
55号

草津市職員の退職手当に関する
条例の一部を改正する条例案 総務 原案

可決

議第
56号

令和３年度草津市一般会計歳入
歳出決算 決算 認定

議第
57号

令和３年度草津市国民健康保険
事業特別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
58号

令和３年度草津市財産区特別会
計歳入歳出決算 決算 認定

議第
59号

令和３年度草津市学校給食セン
ター特別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
60号

令和３年度草津市介護保険事業
特別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
61号

令和３年度草津市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算 決算 認定

議第
62号

令和３年度草津市水道事業会計
利益の処分および決算の認定に
ついて

決算
原案可決
および
認定

議第
63号

令和３年度草津市下水道事業会
計利益の処分および決算の認定
について

決算
原案可決
および
認定

議第
64号

令和４年度草津市一般会計補正
予算（第５号）
《補正額　1,403,456千円》

予算 原案
可決

議第
65号

令和４年度草津市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第１号）
《補正額　133,857千円》

予算 原案
可決

議第
66号

令和４年度草津市財産区特別会
計補正予算（第１号）
《補正額　118,857千円》

予算 原案
可決

議第
67号

令和４年度草津市学校給食セン
ター特別会計補正予算（第１号）
《債務負担行為限度額　767,500千円》

予算 原案
可決

議第
68号

令和４年度草津市介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）
《補正額　231,418千円》

予算 原案
可決

議案番号 件　　名 付託先 結果

議第
69号

令和４年度草津市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号）
《補正額　9,307千円》

予算 原案
可決

議第
70号

草津市議会議員および草津市長
の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正
する条例案

総務 原案
可決

議第
71号

草津市通学区域審議会設置条例
の一部を改正する条例案 文厚 原案

可決

議第
72号

草津市立自転車駐車場条例の一
部を改正する条例案 産健 原案

可決

議第
73号

契約の締結につき議決を求める
ことについて
《常盤団地Ｂ棟長寿命化工事（建築）》

総務 原案
可決

議第
74号

指定管理者の指定期間の変更に
つき議決を求めることについて 産建 原案

可決

議第
75号

市道路線の認定につき議決を求
めることについて 産建 原案

可決

議第
76号

市道路線の変更につき議決を求
めることについて 産健 原案

可決

議第
77号

令和４年度草津市水道事業利益
積立金の目的外使用について 産健 原案

可決

議第
78号

下笠町財産区管理委員の選任に
つき同意を求めることについて 即決 同意

議第
79号

草津市監査委員の選任につき同
意を求めることについて 即決 同意

意見書
第５号

カルト（セクト）活動を規制す
る法整備を求める意見書（案） 即決 原案

可決

意見書
第６号

世界平和統一家庭連合（旧統一
教会）と政治家との癒着・政治
のゆがみを質すために、徹底解
明を求める意見書（案）

即決 否決

意見書
第７号

子の最善の利益を確保するため、
離婚後共同親権制度導入を求め
る意見書（案）

即決 否決

※付託先…議案の審査を行う所管委員会。
　　　　　なお、付託しない場合は、本会議で即決。
　　　　　《　》は件名の概要を表します。



永井　信雄

瀬川　裕海

田中　香治

奥村　恭弘

ヤングケアラー
議員 本市において小学生を対象にヤン
グケアラーの実態把握のためのアンケー
トを実施されたことはあるのか伺う。
市 本市における調査の状況については今年度県の生
徒指導月例報告の調査項目に「月７日以上欠席のうち
ヤングケアラー数」という項目が追加された。これを
受けて５月から、市独自で毎月の欠席日数によらずヤ
ングケアラーの疑いのある児童生徒の人数等について
調査を行っている。
子ども・若者育成支援
議員 地域協議会の設置やヤングケアラーに関する啓
発とともにこの10月には相談窓口の開設を予定されて
いるが、上半期を終えるにあたりその進捗状況を伺う。
市 保健師、社会福祉士それぞれ配置し、相談者が必
要に応じ臨床心理士のカウンセリングも受けられるよ
う調整を行うなどの準備をしてお
り、10月から相談窓口を開設する
予定である。

ごみ袋の有料化
議員 指定ごみ袋有料化案の内容と有料
化する目的について。
市 内容については、焼却ごみ袋は、ごみ処理費用を
含めずに価格を抑えた上で、１枚目から有料購入いた
だく制度に変更する。プラスチック製容器とペットボ
トルの指定袋については、資源ごみ袋として統合し、
焼却ごみ袋との価格に差を設けることで、さらなる分
別の徹底につなげること、また、地域コミュニティ支
援の観点から、これまでどおり、資源ごみ袋について
は、引換券による一定量の無料配付を継続することを
検討している。
　目的については、負担の公平性の確保、ごみの排出
抑制・再生利用の推進や、市民の意識改革、資源循環
型社会の構築および環境負荷の低減である。
議員　ごみ減量には、袋の有料化と並行して、市民へ
の啓発を十分行うべきと考えるが市の考えを問う。
市 手数料条例の改正や次年度予算
など、必要な手続きを経たうえで、
広報くさつやホームページ等、あら
ゆる機会を活用しながら、丁寧に周
知を図っていきたいと考える。

障害者優先推進調達法
議員 Ｂ型作業所②の仕事内容や物品の販
売等、障害者就労施設の仕事を「見える化」
することについて。
市 障害者就労施設の仕事内容や特色の「見える化」
は、利用者と事業所のマッチングを図ることや関係機関へ
の情報提供に際し非常に有効である。基幹支援コーディ
ネーターが中心となって各事業所の仕事内容や特色の情
報を取りまとめた事業所パンフレットの作成に取り組む。
障害者雇用促進の在り方
議員　市内郵便局との包括連携協定を結ぶ関係性を活
かす障害者雇用促進の在り方や、共同受注窓口の利活
用について。
市 優先推進調達法に基づく市での取組を民間企業に
広げ、民間企業から障害者支援施設への物品、役務等の
発注を拡大する取組として、滋賀県社会就労事業振興
センターの活動を紹介し、企業からの発注のきっかけ
を作る。郵便局との連携は、郵便局、障害者施設の意見
を聞き、連携の手法について調査研究する。

草津市のスポーツ
議員 現在整備されていない競技種目の
社会体育施設等の整備について、将来に
わたってどのように考えているのか伺う。
市 新たな社会体育施設等の整備については、競技ご
との利用ニーズや既存施設の利用状況を調査・分析す
るとともに、近隣市における整備状況や今後の財政状
況なども踏まえながら、次期スポーツ推進計画に向け
て議論をしていきたいと考えている。
議員　志津運動公園グラウンドの代替え整備を予定さ
れているのか伺う。
市 新クリーンセンターの建設に伴い廃止したグラウ
ンドは、志津まちづくり協議会および馬場町内会から
代替えグラウンドの整備についての要望を頂いてお
り、また、「第２期草津市スポーツ推進計画」におい
て、社会体育施設の整備・充
実の施策に位置づけ、現在、
整備に向けた検討を進めてい
るところである。

•「合理的配慮」を提供する店への障害者対
応可能ステッカーの進捗について

その他の質問

•陸上競技場の整備について
•フィールド内で試合のできる競技場の整備に
ついて

その他の質問

質疑および
一般質問 録画中継

はこちら

９月13日、14日、15日には、18人の議員が、議案に対する「質疑」
や市政に関する方針や考え方などについて質す「一般質問」を行
いました。質問と答弁の内容の一部を要約して紹介します。

障害のある方が、企業に就職することに対して不安があったり、困難な場合に、雇用契約を結ばずに就労訓練
を行うことができる事業所およびサービス。

②Ｂ型作業所（就労継続支援Ｂ型）
9 令和 4年12月 1 日号



八木　良人

西村　隆行

西川　仁

粟津由紀夫

•草津駅東口デッキでの有効活用について
•草津学区ひと・まちいきいき協議会に関す
る報道について

その他の質問

校則などのルールづくり
議員 校則の見直しに、子どもたちが参加
し、自分たちで決めていくこと、校則を
ホームページで公開することについて伺う。
市 教育委員会では、校則見直しに関するガイドライ
ンを作成し、見直しの際には、児童生徒が主体的に考
える機会を設け、保護者の意見の反映や、学校運営協
議会での協議などを活用して取り組んでいる。各学校
の校則は、来年度にホームページで公開する。
子どもの新型コロナウイルスワクチン接種
議員　子どもへの新型コロナウイルスワクチン接種情
報の提供を行うこと、また、接種の圧力になる接種券
の一斉配布の中止について伺う。
市 子どもの接種において、発症予防効果や入院予防
効果に関する有効性が確認されている。
　子どもの接種は有効性・安全性の双方が国において
確認され、自治体が接種勧奨を行うことが規定されて
いることから、希望する方が確実に接種機会を得られ
るよう、情報提供の一環として対象者全員に接種券の
一斉配布を予定している。
　今後も情報収集に努め、接種を判断するために必要
な情報をホームページ等で提供していく。

当初予算概要の決算資料の単独化
議員 当初予算説明時、自信をもって説明
されていた当初予算概要の決算資料を一つ
の資料として公開できないか。
市 別でつくるということも含めて検討はしたが、１
冊にまとめて個別で見るよりも、他の事業と関連付け
て見る方が、より分かりやすいと判断し、当初予算概
要の内容についても、各予算に対する決算額の増減の
理由も含めて記載したので、単独では作成しない。
焼却ごみ袋の有料化
議員　ゼロカーボンシティ宣言をしている草津市に
とって、今回の焼却ごみ袋の有料化は、どのような位
置づけになるのか。
市 一定枚数までは無料で焼却ごみ袋を入手いただい
ているのを、１枚目から有料購入する制度に変更しよ
うと検討していて、ゼロカーボン
シティ宣言を行った本市としては、
ごみを焼却する際に発生する二酸
化炭素などの温室効果ガスの発生
抑制にもつながる重要な取り組み
であると認識している。

•川の下児童公園の移転についてその他の質問

草津学区ひと・まちいきいき協議会
の交付金等の運用
議員 新聞報道により市からの指定管理料
を時間外手当や賞与、交付金を飲食等に充当すると
いった不適切な処理が報じられているが、詳細を問う。
市 時間外の手当、賞与は指定管理料の収益・余剰金
が原資であり、違法性があるとは言えない。勤務実態
は把握していない。自治活動振興費・研修助成金の内
訳と領収書の提出を求め確認したところ、飲食等に一
括交付金が充当されていた。監査を実施し、充当額が
確定すれば返還を求める。
焼却ごみ袋の有料化前に市民の意見を！
議員　有料化案を11月議会に提案、来年度10月実施
で進められている。CO２削減目標も高くし、市民参
加のごみ削減をすすめること。有料化を決める前に市
民への意見を聞くことを求める。
市 昨年度の計画段階に各学区への説明やパブリック
コメントなどを行ない、説明した人数の資料はないが
市民の思いは一定聞いている。国が定めている有料化
の概念に今回導入する制度は該当しないが、市民の行
動変容のきっかけになればと、焼却用は有料、資源用は
無料としている。

•コロナ禍における児童生徒への影響について
•コロナ禍の教職員の負担と軽減の取組について

その他の質問•焼却ごみ袋の販売体制は万全か
•今の焼却ごみ袋は制度変更以降も使用できるか

その他の質問

教室アシスタントの勤務時間の理由
議員 教室アシスタントの勤務時間が週19
時間と社会保険が適用されない範囲と
なっているが、その合理的理由を伺う。
市 教室アシスタントの勤務時間については、応募者
の多くが平日の日中に短時間での労働を希望されてい
ること、また市として、多くの人材を確保し、各校に
配置するため、応募する方のニーズに合致した条件に
する必要があることから週19時間の勤務時間として
いる。
運動部活動の地域移行の実現性
議員　スポーツ庁は中学校の運動部活動の地域移行を
来年度から段階的に移行するよう提言している。その
実現性は。
市 運動部活動の地域移行の実現性については、受け
皿となるスポーツ団体の整備、専門性や資質を有する
指導者の確保、保護者の費用負担や、大会の在り方の
整理などの課題が本市にもある。これらの課題を解決
していくためには、相当の労力、費用等が必要である
と認識している。
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横江　政則

服部利比郎 西田　剛

中島　美徳
水産業の今後の取組
議員 琵琶湖を取り巻く環境の変化で、水
産業にも変化をもたらしてきた。その中で、
漁獲量の推移を問う。
市 琵琶湖の漁業全体で最も漁獲量が多かった昭和
30年代前半には、１万トンを超える年もあり、昭和
50年代まで、およそ５千トンから６千トンで推移し
ていた。平成に入り、減少傾向になり、近年は１千ト
ンを下回る状況である。
議員　「にぎわいの創出」の観点から見た漁港施設の
在り方について問う。
市 「にぎわいの創出」の観点から見た漁業施設の在
り方については、漁港に人々が集うような機能を取り
入れることも必要となると考えているので、他自治体
の事例等を研究していく。

志津小学校児童の増加への対策
議員 仮設校舎増築にあたり、今後の児童
数推移見込みから十分に教室は確保できる
のか。また、減少局面が先に延びた場合どうするのか。
市 今後の地域住宅開発の見通しから、令和７年度以
降児童数が減少局面に入る見通しであるが、今後、児
童数が増えても対応することが可能になると考える。
減少局面が先に延びた場合も、仮設校舎のリース期間
終了後、無償譲渡予定のため、引き続き仮設校舎を使
用することで支障なく学校運営ができるよう対応して
いく。
地域と連携した今後の学校施設のあるべき姿
議員　都度の老朽化・耐震化対策を続けるだけでな
く、地域再建・活性化を視野に、公共施設一体で地域
と連携し整備していく考えはあるか。
市 志津小学校においては児童数が増加傾向のなか、
全市的に今後、児童・生徒数の減少局面における学校
の在り方を議論しなければならない。「地域とともに
ある学校」として、地域と学校、教育委員会が共に将
来のあるべき姿について目標や課題を共有していくこ
とが重要と考える。

•仮設校舎設置場所の問題点について
•志津小学校のバリアフリー化工事について

その他の質問

•主権者教育について
•民間活力による空き家、空き店舗の活用について

その他の質問

シチズンシップ③
議員 市民の社会参加を促すための取組
や庁内連携など、どのように取り組んで
いくのか伺う。
市 コミュニティ事業団や各まちづくり協議会とともに、
社会参加が促進されるよう多世代交流の取組やSNSの
発信などの地道な取組を続けていき、まちづくり協働部
全体の意識改革をしながら他部局の協力や連携を仰ぎ、
庁内での情報共有、先進事例の情報収集に努めていく。
施設や市有地の有効活用
議員 図書館への学習スペース併設や、市立まちづく
りセンター跡地での民間活力の活用によるカフェやオ
フィスを備えた複合商業施設を作るなどで市民のシ
チズンシップがさらに根付くと考えるが市の見解は？
市 図書館での学習スペースについて、新たな利用者
確保の一つとして、本館においては２・３階を含め施設
敷地内の利活用、南館については、市民交流プラザとの
共有スペースである多目的ホール等の活用を検討して
いく。また、跡地利活用については、令和７年度からの
新たな計画を策定する中で、提案内容を含め持続可能
な都市の構築に向けた土地の利活用を検討していく。

草津駅東口駅前再開発と中心市街地
活性化の取組
議員 駅周辺の現状についての市の考え方
について。
市 駅東エリアは、高密度の住宅立地が一定実現した
にも関わらず、各種商業指標は低迷している。また、
商店街の夜型飲食店への転換やマンション建設に伴
い、変化した市民ニーズに即した対応が求められる。
中心市街地が地域の経済および社会の発展に果たす役
割の重要性を鑑み、中心市街地活性化基本計画を策定
し、中心市街地の活性化に取り組んでいる。
議員 駅東口エリアに残る市街地再開発事業について。
市 本市のこれまでの再開発事業と同様に、残りの
Ｄ、Ｅ地区については、県内でのJR利用者数が最も多
い草津駅と隣接していることから、駅前が草津の顔と
して、また滋賀県南部
エリアを牽引する駅前
にふさわしい土地利用
となるように、権利者
の機運が高まることを
強く望んでいる。

•「琵琶湖再生法」に対する取組状況についてその他の質問

•草津市中心市街地活性化基本計画の成果と
課題、今後について

その他の質問

③シチズンシップ
市民権。他人を尊重しながら、市民として社会に参加し、その役割を果たすこと。11 令和 4年12月 1 日号



　垣　和美

川瀬　善行

石本恵津子

中嶋　昭雄

•都市政策の３つの方針と市民意識調査の結果
について

•東山道記念公園の命名の経緯と歴史街道の
調査について

その他の質問

まちづくり協議会の指定管理者制度
議員 まちづくりセンターの交付金の使
われ方の検証結果と住民自治を担うまち
づくり協議会の指定管理者制度の課題について。
市 対象外経費へのチェックや意識が十分でなかった
と考える。今後は、余剰金への共通認識やチェック機
能を強化する。まちづくり協議会が設立されて以来、
各学区の住民自治が図られていると評価しているが、
今一度立ち止まって、考え直すべき点があるのも事実
である。
若い世代のがん患者への支援
議員　小児や若年層のAYA世代⑤のがん患者は、進
学や就職、結婚等のライフステージに応じた支援が必
要である。総合的な支援体制の構築について伺う。
市 がん相談支援センターや医療機関等で、個々の治
療や生活に応じた多様な相談をされている。市は、医
療用ウィッグや乳房補整具の購入費用を一部助成する
など、支援を行っているが、がん相談支援センター等
からの情報収集に努めたい。

市民満足度を指標とした分析結果
議員 総合計画のベンチマーク（目標値、実
績値）は満足度を指標にしているが、どのよ
うに受け止めればよいのか。
市 この数値は3,000人にアンケートを実施した結果
（回答数は1,019人）を示している。100％の満足を
得ることを目標とすべきというご意見があるが、市民
意識の視点で前年度と同じ基準で回答を得て、年度比
較で向上したかどうかを判断する指標としている。
史跡や文化財と観光都市づくり
議員　市内に点在する文化財などを歩いて散策するこ
とは難しい。車社会のなかで、市の観光施策はどのよ
うに向き合うのか。
市 観光で訪れる多くの人は、車を利用し駐車場を備
えた施設を拠点として出かける傾向がある。この実態
を草津市に照らしてみると文化財周辺には細い道が多
く駐車場も十分でない。現段階では公共交通や自転車
の活用により歴史文化に触れていただく機会を創出
しようとしている。

ESD④の積極的推進
議員 学校教育をきっかけに、多様な主体
が参加するESDの積極的推進に向けた市
の役割について伺う。
市 ESDの積極的推進のためには、多様な主体が参
加する仕組みが必要だと認識している。ゆうゆうびと
やキラリエサポーターなど地域の方との連携について
も庁内３課で行う協議の中で考え、実施していければ
と思う。地域への周知としてホームページでも取組状
況を紹介していく。
読書活動推進のまちづくり
議員　イベント時にテーマに合う本を揃えた移動図書
館を配置することは可能か。読書活動推進のまちづく
りについて伺う。
市 移動図書館については人員の確保等の課題はある
が可能な限り対応していきたい。読書は子どもたちの
健やかな成長と、健康寿命の延伸にも寄与する。今後
は地域全体で読書活動の推進を行うことで、読書を通
じた人づくりやコミュニティづくり、まちづくりに寄
与するよう努めていく。

•平野南笠線の整備に向けた見通しについて
•草津市道路整備プログラム策定後の予算措置の考えについて

その他の質問

第二期中心市街地活性化基本計画
議員 第二期中心市街地活性化基本計画の
成果と課題について。
市 コロナ禍の影響はあるものの、目標値である休日
の歩行者数などは計画当初より増加し、施設利用者数
については回復傾向にある。また、草津まちづくり株
式会社が培ってきたネットワークから、活動団体や店
舗を出す新たな担い手も生まれている。一方で、イベ
ントでの人の流れがまちなか全体に波及するには至って
おらず、事業効果の面的な広がりが十分でないと考える。
道の駅リノベーション構想
議員　リノベーション構想の実現で、湖辺農地や農業
者にどのような効果が発揮できるか。またグリーンプ
ラザからすまの改修だけで効果が十分発揮できるか。
市 道の駅草津の機能や魅力の向上、周辺施設との連
携による活性化と誘客促進を通じて、地場産物の購入
を進めることが、農業者の生産意欲の高まりと産地の形
成が期待でき、地域全体の価値向上効果につながるも
のと考える。また、施設改修等と併せ、経営の安定化や魅
力向上につながるような取組を行うことで、リノベー
ション効果が発揮され、農業振興につながると考える。

•豊かな学校図書館活動の推進についてその他の質問
•帯状疱疹の予防ワクチン費用の助成について
•来たくなる図書室改革について

その他の質問

④ESD（Education for Sustainable Developmentの略。）
現代社会における地球規模の課題を自分事と捉え、その解決に向け
て、自ら行動を起こす力を身に付けるための学習教育活動。

⑤AYA世代
思春期・若手成人世代。
15～39歳の間を指す。
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小野　元嗣 藤井三恵子

•安倍元首相の国葬について
•子どもへのワクチン接種の対応について
•エアコン設置補助制度について

その他の質問•国道１号南田山交差点の改良について
•公園整備への地元住民や児童生徒の参画に
ついて

その他の質問

市内への交番増設や移設
議員 交番増設や移設のために、市内学区
の人口・交通人口、開発予定等の予測図を
市から滋賀県警察へ提供することは可能か問う。
市 市内において、今後も人口増加による警察業務の
さらなる負荷増大が見込まれることから、交番の増設
が必要な状況である。滋賀県警察への資料提供につい
ては、草津未来研究所の推計を基に、滋賀県警察と協
議しながら対応していく。
南草津駅西口側の歩道橋設置
議員 駅周辺の安全対策の一環として東山道公園から
ニプロ社側へ歩道橋を設置して、通行人の安全確保を
お願いしたいが、市の考えを問う。
市 主要地方道大津草津線を横断するため、歩道から
歩行者があふれ出る等、歩行者の利用実態や自動車交
通への影響について現状確認を行い、安全・安心な移
動の実現に向けた道路空間の形成と公園のにぎわい創
出の観点を含めて慎重に検討し、道路管理者である滋
賀県や関係機関と協議していく。

コロナ感染（第７波）対策
議員　７・８月に爆発的な感染拡大で新規
感染者が世界最大となった状況下におい
て、新たにオミクロン株対応のワクチン接種が始まる
ことについて対応と現状を問う。
市 ９月１日から県の検索キット配布・陽性者登録セ
ンターが開設され県とともに、応援体制を構築して対
応する。オミクロン株ワクチン接種についても、集団
接種会場および地域の医療機関双方の接種体制を確保
し、速やかに接種を進める。
学校給食費の無償化の実施を
議員　物価高騰による生活支援として給食費無償化が
進められ、全国で実施している自治体が83.2％（文
科省調査）と広がり、草津市でも取り組むべきではな
いか。市の見解を問う。
市 現在、生活保護や就学援助給付世帯に給食費無償
化を実施している。児童・生徒が増える本市の将来的
財政負担を考えると現在のところ無償化する考えはない。

日程は、都合により変更になる場合があります。　　日程の変更は、ホームページでお知らせします。

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策への
ご協力をお願いします。

体調管理マスク 消毒 換気
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10：00
本会議
（質疑および一般質問）

10：00
本会議
（質疑および一般質問）

10：00
本会議
（質疑および一般質問）

9：30
産業建設
常任委員会

9：30
予算常任委員会

9：30
総務常任委員会

9：30
文教厚生
常任委員会

10：00
本会議（閉会）

火 水月 木 金 土 日

11月定例会を開催しています。
12月 11月28日月に開会しました。
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●日　時：令和４年７月29日（金）　午後１時～午後４時30分
●会　場：草津市役所本会議場、委員会室等

●参加者：49人 草津高等学校 ９人　光泉カトリック高等学校 13人
綾羽高等学校 ６人　市議会議員 21人

意見交換会の目的
　選挙権年齢の18歳への引き下げを踏まえ、若者の議
会活動に対する認知度の向上や、若者がまちづくりを
考えるきっかけづくりとなるよう、「素敵なまちで暮ら
すために」をコンセプトに意見交換会を実施しました。

　意見交換会のテーマについては、高校生と議員とで事前にミーティングを行い、
「交通」、「教育」、「環境」の３つのテーマに決定しました。

　今後の草津市のさらなる発展に向け、テーマに基づき、事前に高校生が考えた提案内容を
説明していただきました。

環境 ❶ SDGsな地球に優しい割引券
❷ SDGsなみんなが好きな草津駅

教育 ❶ 小・中学校での主権者教育及び主体性の向上
❷ 学習スペースと多様な進路選択

交通 ❶ 歩行者にも車にもやさしい信号システム
❷自転車利用を促進した健幸創造都市くさつの実現

　参加いただいた高校生28名を『草津市議会政策秘書』
に委嘱しました。

政策秘書に委嘱

意見交換会のテーマ

高校生による提案

意見交換会の様子を
ご紹介します
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交通-１

交通-２

教育-１

教育-２

環境-１

環境-２

　分科会でのグループワーク終了後、全体会として議場
に参集し、各グループの発表者（高校生１名議員１名）
が登壇席に立ち、意見交換結果を発表しました。

　総務・文教厚生・産業建設の３常任委員会がそれぞれ２グループ、計６グループに分かれ、
グループワークを行いました。

各グループから意見交換結果を発表

分 科 会

意見交換を踏まえ

意見交換会に参加いただいた高校生の皆さんから素晴らしいご意見やご提案をいただきました。
ご意見やご提案を今後の活動に生かすとともに、可能なものは実現していきたいと思っています。

市議会として…

発表内容は、HPで見られます。

【交通】 【教育】 【環境】
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SideBooks（地域本棚）マチイロ
（旧i広報誌）

　本会議は年４回開催されますが、９月の議会
は税金の使われ方を審査し、決算を認定する議
会です。行政サービスは市民の方々の生活、暮
らしに役に立ったか、無駄なく効果的に使われ

たのかを議会としてチェックしていきます。本号においても審
査内容をできるだけ分かりやすく掲載するよう努めました。ご
意見等がございましたらお気軽にお問い合わせください。

草津市議会広報広聴委員一同

編集
後記

　本号に記載している内容等について、市民の皆様からのご意見・ご質問
をお待ちしております。
　いただいたご意見をもとに引き続き、より良い議会だより
の作成に努めていきます。
【草津市議会】〒525-8588　草津市草津3丁目13番30号
　　　　　　 TEL.077-561-2413 ／ FAX.077-561-2485
　　　　　　 Eメール　gikai@city.kusatsu.lg.jp

　市が事務の一部を共同して処理するために、一部事務組合（草津栗東行政事務組合）が設置され、
一部事務組合には議会が設置されることになります。
　間接選挙で選ばれた組合議員が代表して、新火葬場整備にかかる議決事件に対する話し合い等を行
い、条例・予算など重要事項を決定する機関として組合議会があります。

　新火葬場の整備については、整備費用の縮減等を図ることを目的に、栗東市との共同整備
を進めており、令和９年度の供用開始に向け、令和４年10月１日に、『草津栗東行政事務組合』
が設立されました。
　今後については、草津栗東行政事務組合が事業展開していくこととなります。

新火葬場の整備については、整備費用の縮減等を図ることを目的に、栗東市との共同整備
を進めており、令和９年度の供用開始に向け、令和４年10月１日に、『草津栗東行政事務組合』
が設立されました。
　今後については、草津栗東行政事務組合が事業展開していくこととなります。

　新火葬場の整備については、整備費用の縮減等を図ることを目的に、栗東市との共同整備
を進めており、令和９年度の供用開始に向け、令和４年10月１日に、『草津栗東行政事務組合』
が設立されました。
　今後については、草津栗東行政事務組合が事業展開していくこととなります。

● 組合を組織する地方公共団体……構成市：草津市、栗東市

● 組合議会組織……組合議員定数：６人
　　　　　　　　　草津市議会選出：井上 薰議員、遠藤 覚議員、奥村 恭弘議員
　　　　　　　　　栗東市議会選出：川嶋 恵議員、里内 英幸議員、武村 賞議員

　　　　　　　　組合議員の選挙：各市の議会において選挙
　　　　　　　　組合議員の任期：各市の議会の議員任期

● 組合の費用負担金割合……整備事業に要する費用負担については、均等割10％・人口割90％

● 組合を組織する地方公共団体……構成市：草津市、栗東市

● 組合議会組織……組合議員定数：６人
　　　　　　　　　草津市議会選出：井上 薰議員、遠藤 覚議員、奥村 恭弘議員
　　　　　　　　　栗東市議会選出：川嶋 恵議員、里内 英幸議員、武村 賞議員

　　　　　　　　組合議員の選挙：各市の議会において選挙
　　　　　　　　組合議員の任期：各市の議会の議員任期

● 組合の費用負担金割合……整備事業に要する費用負担については、均等割10％・人口割90％

● 組合を組織する地方公共団体……構成市：草津市、栗東市

● 組合議会組織……組合議員定数：６人
　　　　　　　　　草津市議会選出：井上 薰議員、遠藤 覚議員、奥村 恭弘議員
　　　　　　　　　栗東市議会選出：川嶋 恵議員、里内 英幸議員、武村 賞議員

　　　　　　　　組合議員の選挙：各市の議会において選挙
　　　　　　　　組合議員の任期：各市の議会の議員任期

● 組合の費用負担金割合……整備事業に要する費用負担については、均等割10％・人口割90％

広報広聴委員会

草津市議会ホームページ
https://www.city.kusatsu.shiga.jp/shigikai/

ご意見・ご質問をお聞かせください。ご意見・ご質問をお聞かせください。
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